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Webアプリケーションが成
功を収めると、継続的な

サポートとカスタマイズを求め
て、選ばれるテクノロジーが
徐々に変化していくことがあり
ます。たとえば、Twitter は当
初、Ruby on Rails アプリケー
ションでしたが、バックエンド
の Ruby サービスは Java 仮想
マシン（JVM）上で稼働する
Scalaアプリケーションに取って
代わられました。この事実を踏
まえた上で、Java 開発の手法
とJVMの使用が近年、大幅に
拡大していることを認識するこ
とが重要になります。このよう
な変化によって、駆け出しのプ
ロジェクトから成熟した大規模
なアプリケーションへの移行が
容易になる可能性があります。 
本記事では、さまざまなデ
プロイ・オプションを視野に入
れながら、初期のプロジェクト
を非常に簡単に開発する方法
を紹介します。具体的に言うと、
小さいWebアプリケーション
をRubyで作成し、Webアプリ
ケーション・アーカイブ（WAR）
ファイルにパッケージ化しま

す。WARファイルを外部サー
バー、内部サーバー、または
横にあるサーバーにデプロイ
するという各種オプションを利
用することで、アプリケーショ
ンでは、通信量の多い最近の
クラウドベース・デプロイで要
求されるスケーラビリティと可
用性が得られます。また、デ
プロイに標準WARファイルを
使用することで、Java やその
他の JVM言語で記述された同
様のパッケージに簡単に置換
できる形式でアプリケーション
がパッケージ化されます。
注：本記事で説明する例で
は、任意の Ruby 実装（JRuby
または Cベースの Ruby）を使
用できます。 

Javaと代替 JVM言語
言語に依存しない卓越した仮
想マシン・ターゲットとして登
場した JVMは、幅広いプラッ
トフォーム上で稼働するように
最適化されています。JVMは
時間とともに成熟し、現在では、
JVMバイトコードにコンパイル
できる代替言語はますます増

えています。JVMの各リリース
には、追加の言語をサポート
し、そのパフォーマンスを最適
化する能力を拡大する新機能
が含まれます。このような特質
に後押しされて JVMは広く普
及し、さまざまな種類のソフト
ウェア・プロジェクト
で重要な検討対象と
なっています。
Java は汎用のソ
フトウェア開発言語
として優れていま
すが、すべてのプ
ロジェクトにとって
必ずしも最善の選
択肢であるとは限
りません。JVM言
語には、JRuby、
Jython、Groovy、
JavaScript、Scala、
Clojure などがありま
す。これらの言語は、
言語そのものが素晴らしい実
装である上に、JVM上で稼働
する言語として望ましい特性を
共通に備えています。プロジェ
クトの初期段階では、特にプ
ログラマの生産性向上を目的

とするスクリプト言語の使用が
望ましいでしょう。JVM実装を
使用することで、ある言語で記
述されたプロジェクトを、後か
ら必要に応じていっそう簡単に
別の言語に移植できます。
JRuby は、現在使用されて

いる、多数の人気
ある JVM言語の 1
つです。JRuby は
いくつかの点にお
いて Java ほど「厳
密」ではないため、
初期の開発をより
迅速に実行できま
す。しかし、プロ
ジェクトが進むに
つれて、プログラ
マの生産性向上と
いう観点で人気と
なった Ruby の機
能の一部が、問題
の原因となる可能

性があります。Java は、より成
熟したプロジェクトで求められ
る高いパフォーマンスと型の安
全性を提供します。Ruby から
Java への移行プロセスを簡素
化できる方法の 1つが、Ruby
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コードを Java WARファ
イルにパッケージ化す
ることです。この方法
では、プロジェクトが
JRuby からJava へ移行
した場合に、デプロイ
先のハードウェアとイン
ストール済みの基盤ソ
フトウェアを変更しなく
て済みます。

デプロイ・オプション
ソフトウェアの開発プロ
セスには多くの時間が
費やされ、多大な注意
が払われますが、最終
的な目標はエンドユー
ザーが利用する本番環
境へのデプロイです。
この目標をもっとも効果
的に達成するためには、
少なくとも、本番使用
に不適合な手法を選ん
でしまうことのないよ
う、事前に計画を立て
ることが重要です。デプロイ手法は
各アプリケーションに固有の機能要
件や技術要件によって左右されます。
ターゲット・サーバーの機能や予想
されるWebトラフィックのパターン、
利用可能なハードウェアも、どこにア
プリケーションをデプロイするかとい
う決定に影響します。1つ以上のデ
プロイ先を選択したら、次にデプロ
イ方法を検討する必要があります。
プログラマは創造性が豊かな人種
ですから、通常は、巧妙な問題解決
方法を喜んで考案します。ただし、

エンドユーザーの要
件に対応する際、こ
のような性質が賞賛
されるのは、標準と
通例によって作業が
体系化されている場
合に限られます。構
築タスクとデプロイ・
タスクに創造性の入
り込む余地はなく、
エンドユーザーの要
件を直接的に満たす
のではなく、可能な
限り効率的で一貫し
た方法で完了する必
要があります。構築
やデプロイの実施に
おいて創造性が発揮
された場合、結果と
してプロジェクトは
高度にカスタマイズ
された独特のものと
なり、サポートと変
更が困難になります。
結局のところ、この

種の「独特」なプロジェクトの自動
化は、本来なら推進すべき開発作業
の妨げとなります。
外部サーバー：従来、Webアプリケー
ション・サーバーは単独でインストー
ルされ、システム管理者によって設
定されていました。すべてのインス
トールと設定が完了した後で、Web
アプリケーション・サーバーに対して
WARファイルまたはエンタープライ
ズ・アーカイブ（EAR）ファイルがデ
プロイされていました。このサーバー
はWebアプリケーションの外部にあ

りました。この手法は現在でもアプ
リケーションのデプロイ方法として優
れており、Java 開発者の間で十分理
解され、定評のある Java EE 標準に
準拠しています。 
ただし、この手法における課題の
1つは、ローカル・テストを実施す
るためには、各開発者にアプリケー
ション・サーバーが必要となる点で
す。事前構成済みの仮想マシン上で
簡単に利用できるアプリケーション・
サーバーがない限り、開発者一人ひ
とりが独自のワークステーションを構
成する必要があります。構成手順が
スクリプト化されて簡単に実行でき
る場合もあるかもしれませんが、開
発者が、電子メールの中に埋もれた
構成の説明を寄せ集め、エラーログ・
メッセージのデバッグを行い、設定
の問題を解決せざるを得ない場合も
あります。
もう1つの課題は、複数の開発者
がそれぞれ異なる手順を使用してア
プリケーションをデプロイする可能
性がある点です。同じアプリケーショ
ンをデプロイするために、ある開発
者はWebインタフェースを使用し、
別の開発者はアプリケーション・サー
バーによって「監視」されているディ
レクトリにファイルをコピーし、さら
に別の開発者はユーティリティや社
内開発スクリプトを実行するかもしれ
ません。このようにデプロイ・プロ
セスが一貫していないと、開発者間
で明確なコミュニケーションを取ろう
としてもうまくいかない場合がありま
す。
上記の問題は、デプロイ機能をプ

ロジェクト自体に組み込むことで解
決できます。たとえば、Maven ベー
スのプロジェクトでは標準プラグイン
（例：Oracle WebLogic Server 用プ
ラグイン）を使用することで、デプ
ロイ・プロセスを1つのコマンドに
集約できます。このような改善によっ
て、開発者間の一貫性と統制が実現
します。
開発プロジェクト内のサーバー：Jetty
や Apache Tomcat などのサーバー
をプロジェクトが使用するプラグイン
内に組み込む構築プラグインが提供
されています。この方法を利用する
と、単独のWebアプリケーション・
サーバーをインストールする必要が
なくなります。サーバー（および関
連する構成）はバージョン管理シス
テム内で維持できます。サーバーが
更新された場合、すべての開発者は、
次に最新コードを取得する際に更新
されたサーバーを入手します。 
このソリューションは特に開発者を
対象としており、実際のデプロイ向
けではありません。通常、Mavenプ
ラグインで提供されるサーバー上で
稼働するアプリケーションをデプロイ
することはありません。一般に、この
ようなプラグインを使用するチーム
でも、一元的なテストの実施と最終
的な本番では、やはり外部サーバー
へのデプロイを行います。本番環境
へデプロイする場合、プロジェクトの
構築ツールにサーバーを組み込むべ
きではありません。
内部サーバーまたは横にあるサー
バー：以上から、アプリケーション・
アーカイブ自体の内部にサーバーを

容易な移植
プロジェクトの初
期段階では、特に
プログラマの生
産性向上を目的と
するスクリプト言
語の使用が望まし
いでしょう。JVM実
装を使用すること
で、ある言語で記
述されたプロジェ
クトを、後から必
要に応じていっそ
う簡単に別の言
語に移植できま
す。
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組み込む方法と、アプリケーションと
並べてサーバーをデプロイする方法
の 2つの最新ソリューションが生み
出されています。サーバーをアプリ
ケーション・コードの内部に組み込
み、このコンテキスト内から制御する
ことができます。この方法では、デ
プロイする必要があるのは、java -jar
コマンドを使用して起動できる単一
のスタンドアロン・アーカイブのみと
なります。もう1つは、アプリケーショ
ン・サーバーのコードを別個に保
持し、実際のWebアプリケーション
と並べてデプロイする方法です。こ
の方法を実行するためには、通常、
java -jar コマンドの第 1引数にアプ
リケーション・サーバーを渡し、第 2
引数にWebアプリケーションを渡し
ます。

プロジェクトの例
次のプロジェクト例では、Rubyで記
述された最小限のサンプルを使用し
て、3つのデプロイ方法（外部、内部、
横）を紹介します。このプロジェクト
は、目前にある特定の課題に焦点を
合わせるため、意図的に最小化して
あります。非 Java ベースのWebア
プリケーションを作成してWARファ
イルにパッケージ化し、アプリケー
ションの外部または内部で、あるい
は並んで稼働するサーバーを使用し
てデプロイする方法を示します。
Ruby パッケージ（Java のアーカイ
ブ（JAR）ファイルに相当）は gem
と呼ばれます。このプロジェクトで作
成するWebアプリケーションには、
2つの gemが必要です。このWeb

アプリケーションは Sinatra gemを
使用して記述されています。Sinatra 
gemはWeb 開発用のドメイン固有
言語（DSL）です。JSON gemは、
Web API 作成の容易さを示すため
に使用されています。このプロジェク
トでは、Rubyコードとgemの両方
をまとめてパッケージ化し、1つの
WARファイルで配布できることを示
します。 
アプリケーションの作成：新しいディ
レクトリを作成し、そのディレクトリ
名をWARファイルの名前として使用
します。

次に、bundler gemを含めること
で、Java 開発者がMaven や Ivy な
どのツールを通じて知っているもの
と同様の依存性管理を提供します。 

注：ここで使用するRuby の実装
は JRubyである必要はありません。
Warblerと呼ばれるもう1つの gem
に JRuby が含まれており、WARファ
イルの作成時にこの gemが使用さ
れます。
bundler がインストールされた
状態で、次のコマンドを実行して
Gemfileと呼ばれる構成ファイルを作
成します。

このファイルに次の内容を入力し、
依存している2つの gemを参照しま
す。

bundleコマンドを実行し、gem
をローカルにダウンロードしてインス
トールします。

binディレクトリにwebapp.rbとい
う名前の Rubyスクリプトを作成しま
す。

このファイルを編集し、Webアプ
リケーションを作成するための Ruby
コードを追加します（リスト1参照）。
このコードには先ほど参照した 2つ
の gemが含まれており、2つの URL
パスに応答するWebアプリケーショ

ン・クラスを作成します。 
次に、Sinatra Webアプリケーショ
ンを実行するためのエントリ・ポイ
ントとして使用されるconfig.ruファ
イルを作成します。

必要なライブラリとともに、Web
アプリケーション・サーバーの起動
コマンドを追加します。

アプリケーションのパッケージ化：
Warbler を使用して、Rubyコードを
JARファイルにパッケージ化します。 

構成ファイルを作成して、パッケー

mkdir testwebapp
cd testwebapp

gem install bundler

bundle init

source "https://rubygems.org"
gem "json","1.8.0"
gem "sinatra","1.4.3"

bundle

mkdir bin
touch bin/webapp.rb

touch config.ru

require 'rubygems'
require 'bin/webapp'

run Hiwar.new

gem install warbler

すべてのリストのテキストをダウンロード

require 'sinatra'
require 'json'

class Hiwar < Sinatra::Application
   get "/" do
      "<h1>Hello World</h1>"
   end

   get "/json" do
      content_type :json
      {:greeting => 'Hello', :audience => 'World'}.to_json
   end
end

リスト1  
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ジ化する予定の gemの依存性を入
力します。

config/warble.rb の内容を置換し
て、WARファイルにパッケージ化す
るディレクトリとgemを指定します。

warbleコマンドを実行して実際の
WARファイルを作成します。

標準の Java SDK の jar ユーティ
リティを使用して、新しく作成した
WARファイルの内容を表示します。

アプリケーションのデプロイと実行：
新しく作成したWARファイルは、以
前にインストールした既存のWebア
プリケーション・サーバーにデプロイ
できます。開発の時点では、サーバー
はWebアプリケーションの外部にあ
るため、初期のデプロイにはWeb
ページへのアクセスやユーティリティ
の実行、またはファイルのコピーが
含まれます。たとえば Tomcat を、
任意の場所にインストールできま
す。次の例では、CATALINA_BASE
環境変数に、/opt/local/apache-

tomcat-6.0.18 などのディレクトリを
指定できます。 
次のようなスクリプトを実行するこ

とで、サーバーを起動できます。

アーカイブを所定のディレクトリに
コピーしてデプロイできます。

アプリケーションを実行した状態
で、ブラウザや curl などのユーティ
リティを使用することで、構成済み
の 2つの URL に対してリクエストを
実行できます。

WARファイルは、組込みサーバー
を使用して実行できるようにパッケー
ジ化されています。このサーバーは、
開発およびデプロイの間にはWeb
アプリケーションの内部にあります。

サーバーをアプリケーション内部
に含める場合、いくつかの制限があ
ります。たとえば、構成を少しでも
変更した場合は、完全に新しいビル
ドとデプロイのサイクルが必要にな
ります。その代わりに、Jetty Runner
を使用すると、アプリケーションと並
べてサーバーをデプロイできます（リ
スト2参照）。 
Jetty Runner は独立した JARファ

イルであり、アプリケーション・コー
ドの変更や再パッケージ化なしで
アップグレードまたは構成を実行で
きます（リスト3参照）。

まとめ
将来を予測することは、どのような
領域においても困難です。ソフトウェ
ア・プロジェクトは何年にもわたって
継続され、いくつもの開発チームに
よって開発され、幅広いユーザーに
使用される可能性があります。アプ
リケーションの具体的な目的は、ビ
ジネスの目指す方向や焦点の変化に
つれて大きく変わる場合があります。
アプリケーションが取得するWebト
ラフィック量や開発チームの変更は、
技術要件やデプロイ要件に影響を与
えることがあります。 
プラットフォームを問わず多言語
をサポートする JVMは、後に続く成
長に向けた幅広いオプションを提供
する効果的なテクノロジーです。こ
の柔軟性に、WARファイルを使用し
たWebアプリケーションのデプロイ

という確立された標準を組み合わせ
ることで、Webアプリケーションの
将来を予測しようとする試みの必要
性が低くなり、ビジネスや技術に関
するさらに差し迫った目下の懸念事
項に集中できるようになります。</
article>

mkdir config
warble config

Warbler::Config.new do |config|
   config.dirs = %w(config bin)
   config.gems += ["json",
 "sinatra"]
end

warble executable war

jar tf testwebapp.war

$CATALINA_BASE/bin/startup.sh 

cp testwebapp.war \
$CATALINA_BASE/webapps/

curl http://localhost:8080/json
curl http://localhost:8080/

java -jar testwebapp.war

すべてのリストのテキストをダウンロード

注：次のコマンドは、読みやすくするために複数行に分割されています。実行する
場合は1行にする必要があります。

curl -O http://repo2.maven.org/maven2/org/mortbay/jetty/ 
jetty-runner/8.1.9.v20130131/jetty-runner-8.1.9.v20130131.jar

リスト2         リスト3
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